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１. 総合戦略策定の背景・目的 

我が国は、2008 年より本格的な人口減尐時代に突入し、今後も加速度的に進展すると推計さ

れており、地域経済の縮小や生活水準の低下など、日本社会の危機に直面することが懸念され

ています。 

国では、人口減尐の克服と地方創生により、将来にわたって活力ある日本社会を維持するこ

とを目指し、平成 26年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。そして、同法

に基づき、同年 12 月には、我が国の将来展望を示す「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」

及び 5年間の施策の方向性を示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、“東京一極集中の是正”や、“若い世代の就労・結

婚・子育ての希望の実現”、“地域の特性に即した地域課題の解決”を基本的視点として、「地方

における安定した雇用を創出する」「地方への新しいひとの流れをつくる」「若い世代の結婚・

出産・子育ての希望をかなえる」「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、

地域と地域を連携する」の４つの基本目標が掲げられています。また、地方公共団体において

も、地域で問題意識を共有しながら実情に応じた地方版総合戦略の策定に努めることとされて

います。 

本町では、国が示す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な視点や４つの基本目標

等を踏まえ、下記の事項を重点検討項目と位置づけ、内灘町まち・ひと・しごと創生総合戦略

を策定しました。今後は、総合戦略の実効性を発揮するため、ＰＤＣＡサイクルに基づく進捗

管理を行い、人口減尐の克服と地方創生を目指します。 

 

重点検討項目 

１. 町民が安心して働けるための産業基盤の育成と定住促進 

２. 町民が希望に応じて、結婚、出産することができ、安心して子育てできる環境づくり 

３. ふるさと内灘への愛着を高める施策の推進 

 

 

２. 推進期間 

国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と整合性を図るため、平成 27（2015）年度から平

成 31（2019）年度までの 5年間とします。 

 

 

§１．策定の趣旨 
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３. 内灘町総合計画との関係 

本町における最上位計画に位置づけられる内灘町総合計画は、本町を取り巻く社会構造の変

化を踏まえ、今後、目指すべきまちづくりの方針や将来の目標人口等を示す基本構想と具体的

な施策の方向性を示す基本計画を策定することとしています。総合計画においても本町の将来

目標人口を示し、施策区分ごとに定量的な目標指標を設定した上で、ＰＤＣＡサイクルによる

施策展開を図ることから、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」のスキームと合致しています。 

本戦略は、国が示す４つの基本目標に該当する施策を取りまとめて策定し、内灘町総合計画

との整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 内灘町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定・フォローアップ体制 

本戦略の策定及び推進については、産学金官労言等の様々な分野の有識者より意見を聴取し、

反映していきます。 

基本目標や施策に設定する重要業績評価指標（ＫＰＩ）等を基に、効果の検証を行い、各種

施策や事業の見直し、改善に取り組みます。 

内灘町まち・ひと・しごと創生 

総合戦略 

（H27～H31） 
 

●人口減少等の克服に向けて、地方創生を目的とす

る戦略 

基本目標（成果指標・講ずべき施策の方向） 

具体的施策（事業内容・重要業績評価指標） 

内灘町総合計画 

（第四次：H18～H27） 

（第五次：H28～H37） 
 

●総合的かつ効果的な町政運営に向けた、町の

最上位計画 

 
基本構想（町の将来像や目標人口） 

基本計画（施策区分毎の施策） 

内灘町人口ビジョン（H27～H72） 

●人口の現状分析と中長期的な将来展望をとりまとめたビジョン 

各種施策・事業の実施 

整合 

検証・改善 

（PDCA） 

反映 反映 

検証・改善 

（PDCA） 
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１. 将来のまちのすがた 

  将来像  ひと・まち・海が輝き 笑顔あふれる都市
ま ち

 うちなだ 

 本町が目指す将来像は、 

 子育て環境の充実を図り、“住みたい・住んでよかった”と実感できるまち 

 健康寿命を延伸し、町民がいつまでも健康で暮らせるまち 

 町民の安全安心な暮らしが確保された、自然豊かなまち 

という想いを込めています。 

 

２. 目指すべき人口減少対策の方向性（基本方針） 

 本戦略の策定に際し、内灘町人口ビジョンや総合計画住民アンケートの結果を踏まえ、次の

３つを基本方針とします。 

 

基本方針① 

子育て環境の充実による定住促進及び合計特殊出生率の向上を図ります 

転出者の年齢については、男性が「30～34 歳」、女性が「25～29 歳」に顕著な状況が見られ

ます。こうした若い世代の転出は、将来的な出生数に関係し、実際の転出者数以上に町の人口

動態に影響を及ぼすことが懸念されます。子育て環境や子育て世帯・多子世帯への支援の充実

により、若い世代の転出抑制・定住促進を図り、合計特殊出生率の向上を目指します。 

 

基本方針② 

町民がずっと元気に暮らせる健康寿命の延伸を目指します 

 高齢化の進展により、医療や介護を必要とする高齢者の増加が予想されます。また、近年、

若い世代においても、生活習慣病をはじめとした疾病にかかる方が増加しています。このよう

な社会情勢の中、健康寿命の延伸を図り、町民がいつまでも自分らしく、互いに支え合い、安

心して暮らせるまちの実現を目指します。 

 

基本方針③ 

安全・安心なくらしを確保する住みよいまちづくりを進めます 

近年、全国的に大規模な災害や凶悪犯罪等により地域の平穏が阻害される事例が多発してい

ます。本町では、「①防災・防犯・交通安全体制の強化」「②医療・福祉体制の強化」「③地域内

外のコミュニティの推進」により、あらゆる面での安全で安心な暮らしの確保を目指します。 

§２．策定の方針 



 

 

 

内灘町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

5 

３. 基本目標 

 上記の将来像を実現するため、本戦略では４つの基本目標を掲げ、次頁以降の各施策に取り

組みます。 

 

基本目標① 

子どもを産み育てやすい環境をつくり、地域への愛着を育む 元気うちなだ創生戦略 

＜国の基本目標＞ 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 

 

基本目標② 

まちの魅力を高め、定住・交流人口を確保する 元気うちなだ創生戦略 

＜国の基本目標＞ 

地方への新しいひとの流れをつくる 

 

 

基本目標③ 

地域の交流を強化し、安全で安心なくらしをつくる 元気うちなだ創生戦略 

＜国の基本目標＞ 

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する 

 

 

基本目標④ 

まちの活力を生み出し、雇用につながる産業を育成する 元気うちなだ創生戦略 

＜国の基本目標＞ 

地域における安定した雇用を創出する 
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基本目標 

１ 
子どもを産み育てやすい環境をつくり、 

地域への愛着を育む 元気うちなだ創生戦略 

１. 子どもを産み育てやすい環境をつくり、地域への愛着を育む 元気うちなだ創生戦略 

 

成果指標 基準値 目標値 

合計特殊出生率 1.41（H25） 1.56（H31） 

 

■講ずべき施策の方向 

結婚・出産しやすい環境づくり 

結婚・妊娠・出産に対する若者の希望がかなえられる

よう、若者の出会いの場の創出や妊娠や出産に対する不

安軽減等への支援体制の充実等を図り、本町において安

心して家庭を築くことができる環境を整備します。 

子どもを育てるサポート体制づくり 

町で実施している子どもの任意予防接種等の各種助成制度により、子育て世帯の負担軽

減を図ります。また、町内９箇所ある保育施設サービス並びに学童保育の充実、カンガル

ーム内灘を中心とした子育て支援ネットワークの育成に努め、子育て世帯の負担軽減を図

ります。 

未来の内灘町を担う人づくり 

本町の将来を担う子ども達の心豊かで健やかな成長に向け、良質できめ細やかな教育環

境を整備し、学習意欲の向上や幅広い知識・教養の習得のほか、本町への愛着の醸成を図

ります。 

 

 若者の結婚に向けた出会いの場を創出するとともに、安心して妊娠・出産できる環境

づくりに努めます。 

 町民の子育てに対する不安や負担を軽減できるよう、子どもを育てるサポート体制の

強化や子育て世帯への経済的な支援を行います。 

 次世代を担う子どもたちが健やかに成長できるよう、内灘ぐるみで充実したきめ細か

な教育環境の整備に取り組み、地域への愛着醸成につなげます。 

子育て支援センター カンガルーム内灘 

§３．基本目標と具体的な施策 
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施策① 結婚・出産しやすい環境づくり 

施策① 結婚・出産しやすい環境づくり 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

出生数 202 人（H26） 222 人（各年） 

婚姻届提出数 153 件（H26） 166 件（H31） 

不妊治療助成件数 27 件（H26） 40 件（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）妊娠・出産・育児の切れ目のない支援の推進 

現状と課題 

 妊娠期・出産期・育児期に対する経済的・精神的な不安が尐子化の要因

のひとつとして考えられ、サポート体制の強化が必要です。 

 結婚の晩婚化などライフスタイルや社会情勢の変化に伴い、不妊に悩む

夫婦が増加していると言われています。 

必要な対応 

 妊娠期、出産期、育児期を通した母子保健対策の充実に取り組むととも

に、関係機関等との連携の強化、情報の利活用による切れ目のない支援

を実施します。 

 不妊に悩む夫婦への支援を実施します。 

施策・事業 担当 

妊産婦・乳幼児への保健対策の実施 保険年金課 

不妊に対する支援  

出産・育児に対する不安軽減対策の実施 保険年金課 

 子育て支援課 

 

（２）若者の出会いや結婚生活の支援 

現状と課題 
 若者の結婚率の減尐や晩婚化が尐子化の要因のひとつとして考えられ、

その対策が必要です。 

必要な対応 

 若者の結婚を促進するため、恋人の聖地等を活用した出会いの場を創出

します。 

 新婚夫婦等の若い世帯が町内で安心して生活を営めるよう支援を実施し

ます。 

施策・事業 担当 

新婚夫婦に対する定住促進施策の実施 企画課 

恋人の聖地事業の運営支援 地域振興課 
 



 

 

 8 

施策② 子どもを育てるサポート体制づくり 

施策② 子どもを育てるサポート体制づくり 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

子育て支援センター登録者数 9,360 人（H26） 14,000 人（H31） 

0 歳児保育利用率 24.00％（H26） 50％（H31） 

1・2 歳児保育利用率 67.05％（H26） 67％（H31） 

学童保育クラブ利用児童数 273 人（H26） 290 人（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）地域における子育て支援の充実 

現状と課題 

 核家族化等により、子育て中の親の孤立感や精神的な不安が尐なくない

ことから、地域における交流や子育て支援・保育サービス等の充実が求

められています。 

必要な対応 

 子育て支援ネットワークやサービスを充実させ、子育て中の親の不安や

負担軽減を図ります。 

 子どもと保護者の相談体制の強化、地域内・世代間交流等の推進により、

地域における子育て支援の充実を図ります。 

施策・事業 担当 

子育て支援ネットワークやサービスの充実 子育て支援課 

子どもと保護者の相談体制の強化 保険年金課 

地域資源を活用した子どもの居場所づくり  

地域内・世代間交流の促進  

多子世帯に対する支援  
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（２）子どもと保護者の健康の確保及び増進 

現状と課題 
 育児に対する経済的不安や精神的な不安等が尐子化の要因のひとつとし

て考えられ、その対策が必要です。 

必要な対応 

 健診や予防接種の実施や食育の推進により、母子の健康確保と増進を図

ります。 

 育児の不安を解消する相談体制の整備に取り組みます。 

 保育所（園）や療育機関等の関係機関と連携し、障がいの早期発見、早

期療育のためのフォローを実施します。 

施策・事業 担当 

乳幼児に対する健診や予防接種の実施・助成 保険年金課 

育児不安に対する相談体制の強化  

食育の推進  

乳幼児等に対する医療環境の充実 子育て支援課 

 

 

 

（３）職業生活と家庭生活との両立の推進 

現状と課題 
 女性の社会進出などライフスタイルの変化に伴う結婚率の低下や晩婚化

が尐子化の要因のひとつとして考えられ、その対策が必要です。 

必要な対応 

 子育て世代が子育てと仕事を両立できる環境づくりを進めるため、町内

の各事業者へ育児休業制度等の啓発活動を推進します。 

 核家族化や両親の就労形態の多様化等に起因する保育ニーズに柔軟に対

応するための各種制度を実施します。 

施策・事業 担当 

育児休業制度等に関する各事業者への啓発 子育て支援課 

多様なニーズに対応する各種保育制度の実施  
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（４）保護や特別な支援が必要な子どもへの支援体制の整備 

現状と課題 

 全ての子ども達の健やかな成長を確保するうえで、ひとり親家庭や子ど

もの障がい等に伴う児童虐待の防止や親の不安・負担の軽減が課題とな

っており、その対策が必要です。 

必要な対応 
 ひとり親や障がい児など特別な支援を必要とする子どもを支えるため、

見守り・相談・自立支援体制の強化を図ります。 

施策・事業 担当 

児童虐待防止に向けた施策の実施 子育て支援課 

ひとり親家庭等に対する相談・自立支援体制の強化  

障がい児に対する相談・保育・教育・支援体制の強化 子育て支援課 

 学校教育課 

 福祉課 
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施策③ 未来の内灘町を担う人づくり 

施策③ 未来の内灘町を担う人づくり 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

地域行事参加児童割合（小 6） 41.3％（H26） 80.0％（H31） 

ＩＣＴ機器による授業づくりが「できる」教員

割合（小学生） 
47.0％（H25） 80.0％（H31） 

学校に行くのが「楽しい」児童割合 

（小学生） 
84.6％（H26） 100.0％（H31） 

学校ホームページ月平均アクセス数 約 7,170 回（H26） 約 10,000 回（H31） 

将来の夢や目標を持っている児童割合 

（小学生） 
68.3％（H26） 100.0％（H31） 

いじめがいけないことだと思う児童割合 

（小学生） 
78.0％（H26） 100.0％（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）ふるさとの歴史・伝統・自然を守る未来につながる教育の推進 

現状と課題 
 子ども達のふるさとに対する愛着の低下が、将来にわたり定住を促す上

で課題と考えられます。 

必要な対応 

 子ども達が地域に愛着を持ち、豊かな心でいきいきと学び、成長できる

よう、本町の特徴や地域性を活かした郷土学習や環境・体験学習等を通

じた未来につながる教育を推進します。 

施策・事業 担当 

ふるさと教育・ふるさと学習の推進 学校教育課 

町の自然を生かした環境教育・環境学習の推進 生涯学習課 
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（２）異なる文化や価値観を尊重した世界に通じる人づくりの推進 

現状と課題 
 国際化が急速に進展している中、子ども達には異なる文化に対する理解

や共生する能力が求められます。 

必要な対応 

 子どもたちが自らの文化に愛情や誇りを持ちつつ、異なる文化や価値観

に対する理解を深める資質や能力を身に付けるため、国際交流を促す機

会を提供します。 

 外国語を用いて自分の考えや意思を的確に伝えられるコミュニケーショ

ン能力を身に付ける教育の充実を図ります。 

施策・事業 担当 

多文化共生社会・国際化に対応した取組の充実 学校教育課 

国際社会に対応できる実践的コミュニケーション能力の育成 生涯学習課 

 

 

 

（３）確かな学力を育み、一人一人の可能性を伸ばす教育の推進 

現状と課題 

 新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化等のあらゆる領域での活動

基盤となる今日において、子ども達には確かな学力※を育み、たくましく

生き抜く力が求められます。 

※知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、自ら学び、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能力等まで含めたもの 

必要な対応 

 子どもたちが幅広い知識と教養を培うための教育環境を整備するほか、

情報化社会に適応できるＩＣＴ教育の充実や福祉・ボランティア教育の

推進等により、児童・生徒の基礎学力の定着や学ぶ意欲の向上を図りま

す。 

施策・事業 担当 

確かな学力の育成 学校教育課 

これからの社会に必要な資源を育む教育の推進  

特別支援教育の充実  

指導力向上のための教職員研修の充実  
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（４）家庭・地域・学校の連携による教育力の向上 

現状と課題 
 子ども達が心身ともに健やかに成長するためには、家庭・地域・学校な

ど社会全体で育てる体制の強化が必要です。 

必要な対応 

 子どもたちへの教育効果を一層高めるため、家庭・地域・学校がそれぞ

れの役割を果たしながら緊密に連携し、家庭や地域における教育力の向

上を図ります。 

 学校教育活動の情報提供や保護者との相談体制の充実等に取り組みま

す。 

施策・事業 担当 

家庭や地域、関係機関と連携した学校教育の推進 学校教育課 

家庭の教育力の向上 生涯学習課 

 

 

 

（５）豊かな人間性を育み、心身ともにたくましい人づくりの推進 

現状と課題 
 人間関係の希薄化や生活体験の不足が、子ども達の豊かな人間性の育む

うえで、阻害要因になるといわれています。 

必要な対応 

 豊かな人間性を育み、心身ともにたくましい人づくりに向け、創造力や

感受性を高める芸術鑑賞・読書活動等の充実や人権教育・キャリア教育

を推進します。 

 良好な対人関係を築くためのコミュニケーション能力の向上、健康や体

力を育む教育の充実等に取り組みます。 

施策・事業 担当 

豊かな心を育む取組の推進 学校教育課 

キャリア教育の推進  

コミュニケーション能力の育成  

いじめ・不登校等への対応の充実  

健康や体力を育む教育の充実  
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基本目標 

２ 
まちの魅力を高め、定住・交流人口を確保する 

元気うちなだ創生戦略 

２. まちの魅力を高め、定住・交流人口を確保する 元気うちなだ創生戦略 

 

成果指標 基準値 目標値 

社会増減（転入者数－転出者数） -131 人（H26） ＋30 人（各年） 

町内年間宿泊客数（1月～12 月） 10,871 人（H26） 13,000 人（H31） 

 

■講ずべき施策の方向 

移住定住を受け入れる住環境の整備 

町内における住居の取得等に対する支援や空き家の有

効活用、地域の移動を支える公共交通環境の充実等を推

進し、ＵＩＪターンをはじめとする移住者の受け入れ環

境を整備します。 

 

観光振興等による交流人口の拡大 

観光施設や観光資源等を整備することにより、観光客等の受け入れ体制を強化し、交流

人口の拡大を図ります。 

また、石川県や近隣市町等と連携し、観光面での広域的な魅力向上や相乗効果の創出を

図ります。 

  

 空き家バンク制度等の住居の取得・整備に対する支援を実施するほか、落ち着きある

生活環境をはじめとする町の強みを発信し、定住人口の確保に努めます。 

 町が誇る日本海や内灘砂丘、サンセットブリッジ、河北潟等の地域資源を活かした観

光産業の育成や近隣市町などとの広域交流を推進します。 

定住が進む白帆台ニュータウン 



 

 

 

内灘町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

15 

施策① 移住定住を受け入れる住環境の整備 

施策① 移住定住を受け入れる住環境の整備 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

社会増減（転入者数－転出者数） -131 人（H26） 0 人以上（H31） 

コミュニティバス年間利用者数 121,101 人（H26） 145,000 人（H31） 

空き家バンク登録物件数 1 件（H26） 10 件（累計） 

空き家バンクによる成約件数 0 件（H26） 5 件（累計） 

 

■具体的な施策 

（１）移住定住促進に向けた住環境整備と支援 

現状と課題 

 本町は近年、白帆台ニュータウン等の宅地造成が行われ、定住人口・世

帯数ともに増加を続けてきましたが、社会保障・人口問題研究所による

将来人口推計によると、今後は転出超過の傾向が続き、人口減尐と高齢

化が進展すると予想されています。 

 白帆台ニュータウンの全区画が定住されると、前述の推計以上に転出超

過が顕著となることが懸念されます。 

必要な対応 

 町内に移住定住する上で必要不可欠な住居の整備等への支援を実施し、

定住促進・転出抑制を図ります。 

 町営住宅の施設管理を行い、移住・定住者を受け入れるための住環境を

整備します。 

施策・事業 担当 

既存建築物に対する耐震・改修支援 都市建設課 

 地域振興課 

町営住宅の施設管理等による住環境の整備 都市建設課 

住宅の取得等に対する支援 企画課 

 地域振興課 
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（２）地域の移動を支える公共交通環境の充実 

現状と課題 

 本町は北陸鉄道浅野川線を幹線とし、北鉄金沢駅から約 17 分という良好

なアクセス環境にあります。 

 町内を巡る公共交通網については、高齢者等の交通弱者への対処や交通

空白地帯の解消が求められ、一層地域に密着した公共交通環境の充実が

望まれます。 

必要な対応 
 地域内外を支える公共交通環境を充実させ、町外から町内への移動や町

内の各施設等への移動手段を確保します。 

施策・事業 担当 

スクールバスの運行 学校教育課 

コミュニティバスの運行 地域振興課 

町内公共交通の利用促進に向けた交通計画の策定 企画課 

鉄道の運行・安全確保に対する支援  

 

 

（３）ＵＩＪターンなどの移住者の誘致促進 

現状と課題 

 本町における社会動態については、転出超過の傾向にあり、特に 25～34

歳といった若い世代の転出が多い傾向にあります。 

 若い世代の転出は、住宅取得による定住人口や、出産による出生数に大

きく影響します。 

必要な対応 
 金沢市や首都圏等の町外からの転入者の助成を充実し、定住人口の増加

を図ります。 

施策・事業 担当 

町外からの転入促進 企画課 

 

 

（４）総合的な空き家対策の推進 

現状と課題 

 所有者の転出や死亡等により空き家が増加しています。 

 適切に管理されない空き家の維持管理が、倒壊や衛生環境、防犯的な面

等から課題となっています。 

必要な対応 
 町内における空き家の有効活用を推進し、定住人口の増加や良好な住環

境の確保を図ります。 

施策・事業 担当 

空き家に対する調査・指導等の実施 環境安全課 

空き家バンクの運営 企画課 
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施策② 観光振興等による交流人口の拡大 

施策② 観光振興等による交流人口の拡大 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

世界の凧の祭典参加団体数 54 団体（H26） 60 団体（H31） 

観光ボランティアガイド活動回数 10 回（H26） 20 回（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）観光客等の受け入れの推進 

現状と課題 
 北陸新幹線金沢開業に伴い石川県内への観光客数は増加しています。 

 町内への誘客や受け入れ体制の強化が課題となっています。 

必要な対応 
 観光施設や地域資源等の整備のほか、情報発信や案内の充実を図り、観

光客をはじめとする来訪者の受け入れを推進します。 

施策・事業 担当 

内灘大橋・内灘海岸等の観光資源（施設）の整備・維持管理 都市建設課 

 地域振興課 

宿泊施設の充実 生涯学習課 

 企画課 

観光関連組織の育成・支援 地域振興課 

観光関連イベント等の開催・運営支援  

観光ＰＲ活動の実施  

 

（２）交流ネットワークの強化 

現状と課題 
 北陸新幹線の金沢開業効果が金沢市内または能登地区・加賀地区に流れ、

町内に波及しないことが懸念されています。 

必要な対応 
 石川県や近隣市町、姉妹都市等との連携を充実し、広域的な交流と本町

の魅力発信により、誘客促進・交流人口の拡大を図ります。 

施策・事業 担当 

近隣市町との連携による圏域全体の魅力向上・誘客促進 地域振興課 

 企画課 

能登空港の利用促進、能登地域の振興  

石川県アンテナショップ（東京）との連携によるＰＲの実施 地域振興課 

国際交流イベントの実施 生涯学習課 

姉妹都市・友好都市との交流促進 総務課 
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基本目標 

３ 
地域の交流を強化し、安全で安心なくらしをつくる 

元気うちなだ創生戦略 

３. 地域の交流を強化し、安全で安心なくらしをつくる 元気うちなだ創生戦略 

 

成果指標 基準値 目標値 

公民館の耐震化率 82.4％（H26） 100％（H31） 

要介護認定率 15.1％（H32 推計値） 抑制 

防犯灯ＬＥＤ化率 6.9％（H26） 100％（H31） 

 

■講ずべき施策の方向 

１町会１公民館体制による地域コミュニティの充実 

 町民の安全で安心な、また、豊かな暮らしを確保するため、公民館を拠点とした地域コ

ミュニティの充実を図り、防災・防犯体制の強化や生涯学習活動を推進します。 

安全で安心なくらしを支える都市機能の強化 

 快適な住環境を形成と町民の安全で安心な暮らしを確保するため、常時・緊急時問わず

道路・公園・上下水道等の都市機能の強化を図るとともに行政サービスの広域化・効率化

を推進します。 

町民が元気に安心して暮らせる環境の充実 

 医療・福祉体制の強化や生活習慣病予防を含めた健康づくりへの支援等を通して、町民

の健康寿命の延伸や元気に安心して暮らせる環境の充実を図ります。 

豊かな自然の未来への継承 

 水質保全やリサイクルの推進、自然エネルギーの活用等により、内灘町が誇る河北潟や

内灘砂丘をはじめとする豊かな自然を未来へと継承していきます。 

 

 金沢医科大学病院等と連携し、医療体制や福祉体制の向上による健康寿命の延伸を図

るほか、１町会１公民館体制や生涯学習環境の充実、道路、公園、上下水道等の都市

基盤の強化など、住み良い生活環境の整備を進めます。 

 地域内の課題を共有し、解決できるよう、地域コミュニティの充実や地域間のネット

ワーク強化を図ります。 
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施策① １町会１公民館体制による地域コミュニティの充実 

施策① １町会１公民館体制による地域コミュニティの充実 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

防災訓練実施回数 ― 全地区年 1回以上 

防犯教室実施回数 ― 全地区年 1回以上 

 

■具体的な施策 

（１）地域住民が主体となる防災・防犯活動の推進 

現状と課題 
 近隣住民との人間関係や地域のつながりの希薄化に伴い、地域防災力や

防犯力の低下が懸念されます。 

必要な対応 
 地域における防災活動の拠点として１町会１公民館体制を活かし、自

助・共助による地域防災・防犯活動の充実を推進します。 

施策・事業 担当 

地域住民が主体となる防災拠点の整備、組織・人材の育成 総務課 

町民における防災意識の啓発 生涯学習課 

地域住民が主体となる防犯活動の推進 環境安全課 

町民における防犯意識の啓発 生涯学習課 

 

 

（２）地域コミュニティ活動の推進 

現状と課題 

 町民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営むためには、新

しい知識や技能の修得、スポーツを通した交流や地域の一体感・活力の

醸成が求められます。 

必要な対応 

 町民一人ひとりが郷土への愛着を高め、楽しく生きがいある充実した人

生を送ることができるよう、各種学習機会や文化活動に取り組める場の

提供や支援に取り組みます。 

 誰もが年齢の垣根を超えて参加できる生涯スポーツ社会の実現し、スポ

ーツを通じて地域の交流が育まれるよう、各種イベントの開催や主体と

なる活動組織の育成・支援に取り組みます。 

施策・事業 担当 

一人一人の生涯にわたる学習への支援 生涯学習課 

創造性と個性を育む文化活動の推進  
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施策② 安全で安心な暮らしを支える都市機能の強化 

施策② 安全で安心なくらしを支える都市機能の強化 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

都市計画道路整備率 75.6％（H26） 78.3％（H31） 

上水道管耐震化率 15.9％（H26） 19.6％（H31） 

公共下水道接続率 97.4％（H26） 100％（H31） 

石川中央都市圏（連携中枢都市圏）連携事業数 ― 2 事業（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）安全安心な道路交通網や街なみの整備 

現状と課題 

 内灘町は、のと里山海道の結節点に位置するなど、町内の道路は町民生

活を支えるだけでなく、地域間交流や産業活動等を支える上で必要不可

欠な施設です。 

 町内外を結ぶ道路網の整備や交通アクセスの向上等を図り、日常生活だ

けでなく災害時などの緊急時にも対応した都市基盤の整備が求められま

す。 

必要な対応 

 道路・橋梁の補修・改良工事や点検、維持管理等による既存道路の保全

に取り組むほか、幹線道路等との交通アクセスの向上を図り、快適に移

動しやすい道路空間の形成に努めます。 

 道路・交通網や街なみの防災力の強化を通して、町民の日常生活の安全

確保を図ります。 

施策・事業 担当 

道路・橋梁の整備・維持管理 都市建設課 

交通アクセスの向上  

街路樹や植栽、排水路内の維持管理  

がけ地防災対策の強化・支援  

道路冠水対策の実施  

街なみ整備による防災力の強化  

災害時に備えた避難所等の整備 総務課 
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（２）公園・緑地の整備と維持管理 

現状と課題 

 公園、緑地は生活に憩いと潤いを与えるとともに、スポーツやレクリエ

ーションなどふれあいの場として重要な役割を果たしています。 

 町民が安心して快適な生活を送るとともに、災害時における避難場所や

防災機能を持った安全性の高い都市空間の形成が求められます。 

必要な対応 

 町民の憩と潤いを与える公園を快適で安全に利用できるよう、長寿命化

計画に基づき、維持管理を徹底するほか、内灘総合公園の整備、霊園の

改修・管理を行います。 

施策・事業 担当 

総合公園の整備 都市建設課 

霊園の維持管理  

長寿命化計画に基づく公園施設の整備・更新・維持管理  

 

 

 

（３）水道水の安定供給と下水処理機能の維持管理 

現状と課題 

 町民の生活を支える飲料水を確保し、快適で衛生的な生活環境を形成す

るためには、水道水の安定供給や汚水処理・雨水排水の対策が求められ

ます。 

必要な対応 

 町民の生活に必要不可欠な水道水の安定供給に向け、水道施設の適正な

運転管理・維持管理を行います。 

 汚水処理施設や雨水排水施設の計画的な整備・更新に取り組み、下水処

理機能の維持を図ります。 

施策・事業 担当 

水道施設の運転管理・維持管理 上下水道課 

水質管理の徹底  

水道水の安定供給に向けた危機管理対策等の推進  

経営の効率化等による上下水道経営基盤の強化  

長寿命化計画に基づく、下水道施設・設備の更新、維持管理  

下水道事業継続計画に基づく災害対策の推進  

雨水排水対策の実施  
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（４）防犯・交通安全対策の強化 

現状と課題 

 社会情勢の変化・複雑化に伴い、犯罪や青尐年の非行が増加・凶悪化し

ており、防犯体制の強化が求められています。 

 町内における交通事故件数は近年減尐傾向にありますが、交通事故によ

る負傷者数は約 100 名/年おり、交通安全対策の強化や交通安全意識の醸

成が求められます。 

必要な対応 

 防犯体制を強化するため、防犯施設の設置や防犯意識の高揚に向けた自

主防犯組織の育成・活動への支援を実施します。 

 近年の商品やサービスの多様化によって複雑化する消費者被害の未然防

止と救済に取り組みます。 

 道路照明灯や道路反射鏡、消雪施設等の安全施設の充実や交通安全教室

の開催による町民への啓発活動等を通じて、安全で安心な交通環境づく

りに取り組みます。 

施策・事業 担当 

消費者被害の防止・相談体制の推進 住民課 

防犯対策の実施 環境安全課 

犯罪被害者へのサポート  

街灯や道路反射鏡、道路標識等の安全施設の充実 都市建設課 

道路除雪の実施及び消雪施設の整備・維持管理  

交通安全対策の実施 環境安全課 
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（５）消防活動の推進と救急体制の強化 

現状と課題 

 町内における火災発生件数は、約 10 件/年で推移しているほか、近年、

全国的に自然災害が頻発しており、町民の安全で安心な生活を確保する

ため、あらゆる災害に対し消防体制の即応力、対応能力が求められます。 

必要な対応 

 複雑多様化する災害に対し、自然災害や都市型災害に対応すべく消防職

員の育成に取り組みます。 

 高齢化社会の進展に伴う救急需要の増加を踏まえ、救急救命士を計画的

に育成し、救命率の向上に努めます。 

 火災予防思想の普及・啓発活動の推進を図ります。 

 消防団（４ヶ分団）や近隣市町と連携し、あらゆる災害に対し被害の軽

減を図ります。 

施策・事業 担当 

消防施設の整備・維持管理 消防本部 

救命率向上のための救急講習の実施  

町民に対する防火意識の高揚の推進  

さらなる消防団等との連携強化  

広域化の推進等による消防力の強化  

 

 

 

（６）石川中央都市圏における広域連携の推進 

現状と課題 
 人口減尐や高齢化が進展し、行政サービスに対するニーズの多様化が見

込まれる中で、広域的な行政機能のつながりが求められます。 

必要な対応 

 金沢市を中心とする石川中央都市圏（金沢市・白山市・野々市市・かほ

く市・津幡町・内灘町）において、連携中枢都市圏としての広域的な連

携を推進します。 

施策・事業 担当 

石川中央都市圏連携事業の推進 企画課 
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（７）行政機能の強化 

現状と課題 
 町民の安全で安心な生活を確保するためには、行政機能の強化・効率化

等が求められます。 

必要な対応 

 総合行政ネットワークや庁内 LAN を使用するシステム・情報通信機器の

適正な管理、社会保障・税番号制度に対応したシステムを整備します。 

 町公共施設等総合管理計画を策定し、施設の統廃合等、行政機能の強化

と効率化を推進します。 

施策・事業 担当 

マイナンバー制度対応システムの整備 総務課 

総合行政ネットワーク等のシステムの適正管理  

公共施設等の公有財産の適正管理 財政課 
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施策③ 町民が元気に安心して暮らせる環境の充実 

施策③ 町民が元気に安心して暮らせる環境の充実 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

特定健康診査実施率（法定報告値） 47.9％（H26） 60.0％（H29） 

シルバー健診受診率 38.0％（H26） 増加（H31） 

成人の週 1回以上のスポーツ実施率 52.4％（H24） 65％（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）地域で支える医療・福祉環境の充実 

現状と課題 
 核家族化の進行や高齢者の増加等により、医療・福祉に関するニーズは

年々多様化・増加の傾向にあり、医療・福祉環境の充実が求められます。 

必要な対応 

 地域の医療・福祉環境の充実に向け、在宅当番医等の運営や地域福祉活

動の中核的な役割を果たす町社会福祉協議会の支援のほか、各福祉施設

の整備、低所得者への支援に取り組みます。 

施策・事業 担当 

地域の医療体制の推進 保険年金課 

医療に係る負担軽減  

介護サービス環境の充実  

介護サービスに係る負担軽減  

福祉関係機関・施設の運営支援や整備・維持管理 福祉課 

 

 

（２）障がい者の日常生活自立支援 

現状と課題 

 障がい者を取り巻く環境が目まぐるしく変化する中、障がい者やその家

族においては、利用サービスの展開や将来のライフステージに不安があ

り、サポート体制の充実が求められます。 

必要な対応 

 障がい者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、必

要な障がい福祉サービスに係る費用の給付や機能訓練及び看護、介護等

を行い、障害者福祉の増進を図ります。 

施策・事業 担当 

障がい者の健康の保持及び経済的負担の軽減 福祉課 

障がい者の地域生活を支える各種サービスの提供  

障がい者等自立支援のための医療費・福祉サービス費の給付  
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（３）町民の健康づくり活動の推進 

現状と課題 

 高齢化の進展や後期高齢者の増加が今後も見込まれる中、医療・介護両

方の利用者の増加が予想され、健康寿命の延伸が求められます。 

 人間関係の希薄化等、地域社会が抱える問題に対し、町民が生涯にわた

り心身ともに健康で文化的な生活を営むことが求められます。 

必要な対応 

 健康増進に関する各種イベントや教室等を実施し、町民の健康づくりを

推進します。 

 スポーツを通した心身の健康の増進を通して、町民の健康生活と地域社

会の再生を推進します。 

施策・事業 担当 

健康増進関連イベント・教室等の実施 福祉課 

 保険年金課 

敬老関連事業の実施 福祉課 

スポーツの振興 生涯学習課 

スポーツ施設の整備・維持管理  

 

 

 

（４）在宅生活を営むための支援 

現状と課題 

 高齢化の急速な進展等により、高齢者の健康な生活の確保が重要な課題

となっており、住み慣れた地域で安心して生活できる環境づくりが求め

られます。 

必要な対応 

 要援護高齢者やひとり暮らしの高齢者が、住み慣れた地域社会の中で引

き続き安心して生活していけるよう、施設整備や在宅生活を営むための

支援を行います。 

施策・事業 担当 

高齢者の在宅生活に対する支援・福祉サービスの提供 福祉課 

居宅介護保険サービス利用に係る負担軽減 保険年金課 
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（５）がんや生活習慣病をはじめとする疾患の発症・重症化予防のための支援 

現状と課題 
 健康寿命を延伸し、町民の健康生活を確保するためには、がんや生活習

慣病等の予防の推進が求められます。 

必要な対応 

 生活習慣病の発症・重症化予防に対する支援や、がん検診の実施、若年

世代からの食育推進により、町民の健康寿命の延伸と健康増進を図りま

す。 

施策・事業 担当 

各世代に応じた健康診査の実施 保険年金課 

がんの早期発見・早期治療に向けた検診の実施  

その他の検診や予防接種等の実施・支援  

食育等の健康づくりの推進  
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施策④ 豊かな自然の未来への継承 

施策④ 豊かな自然の未来への継承 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

新エネ・省エネ助成件数 65 件（H26） 65 件（H31） 

河北潟の水質（COD） 6.3mg/ℓ（H25） 5.0mg/ℓ（H31） 

家庭系もえるごみ量 666g/人日（H26） 662g/人日（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）省資源・省エネルギー対策の推進 

現状と課題 
 持続可能な自然を未来に継承するため、町全体で環境エネルギー意識を

持ち、省資源・省エネルギーに取り組むことが求められます。 

必要な対応 

 二酸化炭素の排出抑制に寄与する多様な自然エネルギーの導入や省エネ

ルギー対策、事業者版 ISO の普及を推進し、町全体での環境エネルギー

意識の向上を図ります。 

施策・事業 担当 

新エネルギー・省エネルギーの推進 環境安全課 

省資源・省エネルギー意識の高揚 上下水道課 

 

 

 

（２）水資源の保全 

現状と課題 

 本町を代表する日本海や河北潟の水辺空間は多種多様な動植物の生息空

間となっており、これらの貴重な自然や動植物を保全するためには、水

環境資源の保全が求められます。 

必要な対応 

 町内の水資源を保全するため、地下水観測調査や井戸設置申請の審査に

よるシミュレーションを行います。 

 河北潟の水質検査、水質浄化への啓発等に取り組みます。 

施策・事業 担当 

地下水に係る調査の実施 環境安全課 

河北潟等の水質浄化の推進  
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（３）ごみの減量と適正処理の推進 

現状と課題 

 大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会の進展に伴い、本町においても

ごみの減量化やリサイクル活動等を推進しています。 

 今後も継続して、ごみの減量化や資源化等の取組や意識啓発活動が求め

られています。 

必要な対応 

 公共用地に対する廃棄物の不法投棄を防止する不法投棄監視人によるパ

トロールや環境美化啓発活動を行います。 

 ごみの減量化、資源化を普及・啓発するための３Ｒ（リデュース・リユ

ース・リサイクル）を推進します。 

施策・事業 担当 

ごみの減量化の推進 環境安全課 

リサイクルの推進  

環境美化意識の高揚  
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基本目標 

４ 
まちの活力を生み出し、雇用につながる 

産業を育成する 元気うちなだ創生戦略 

４. まちの活力を生み出し、雇用につながる産業を育成する 元気なうちなだ創生戦略 

 

成果指標 基準値 目標値 

担い手への農地集積率 40％（H26） 65％（H31） 

内灘町商工会組織率 50.4％（H26） 53％（H31） 

 

■講ずべき施策の方向 

地場産業や次世代産業の振興 

農水畜産業事業者や中小企業等に対し経営安定化や

商品開発等への支援を実施し、地場産業の活性化、地産

地消の推進、特産品開発の促進を図ります。 

また、新規企業の誘致や創業支援を実施し、町内にお

ける新たな産業構造の形成、地域の活性化、雇用の創出

を図ります。 

多様な就労に対する雇用環境の充実 

勤労者に対し生活安定や経済力の向上に向けた支援を実施し、ワークライフバランスの

とれた雇用環境の整備を図ります。 

また、失業者等に対する就労支援や、高齢者の就労機会を創出することにより、雇用環

境の整備や労働を通した社会参加・生きがいづくりを推進します。 

  

 新規産業や既存産業の育成や起業支援等を行うことで「しごと」と「ひと」の好循環を

図るほか、ラッキョウやピーナッツなどの特産品づくりや新たな商品開発等への支援を

行い、まちの活力を創出します。 

 退職期を迎えるシニア世代の技能や経験を活かした人材の育成、近隣市町と連携した新

規産業の育成に努めます。 

特産品であるラッキョウ 
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施策① 地場産業や次世代産業の振興 

施策① 地場産業や次世代産業の振興 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

新規就農者数 ― 5 人（累計） 

認定農業者数 25 人（H26） 30 人（H31） 

農業生産法人数 5 社（H26） 6 社（H31） 

ミルク王国ウチナダ認知度 ― 80％（H31） 

６次産業商品化品数 ― 3 品（H31） 

新規創業者数 ― 5 人（H31） 

サンセットカード加盟事業者数 57 事業者（H26） 60 事業者（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）農水畜産業の育成・支援 

現状と課題 

 本町の地場産業である農水畜産業は、高齢化の進展や後継者不足に伴い、

従事者数が減尐しています。 

 担い手の確保や経営基盤の安定化に向けた取組が求められます。 

必要な対応 

 人・農地プランに基づく農業担い手への農地集積をはじめ、農水畜産業

における各種基盤整備や経営安定化に向けた支援等を実施します。 

 地産地消や消費者ニーズを踏まえた戦略的な生産等、付加価値の高い農

産物の供給を推進します。 

施策・事業 担当 

農地集約化の推進 地域振興課 

農道・用排水施設等の農業基盤の整備・維持管理  

環境保全型農業の推進  

新規就農者への支援  

畜産業の生産性の向上及び合理化の推進  

漁業経営の安定化や栽培漁業の推進  
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（２）地域資源を活かした特産品づくり 

現状と課題 

 石川県内で最大の出荷量を誇る生乳（酪農）をはじめ、砂丘地で栽培さ

れるラッキョウやピーナッツといった特産農畜産物はありますが、広く

町外に流通していない状況です。 

 北陸新幹線の金沢開業を機に増加している石川県への観光ニーズを本町

にも向けるため、町のＰＲにつながる特産品づくりが必要です。 

必要な対応 

 内灘町商工会が主体となって実施している特産品開発事業「ミルク王国

ウチナダ」や、ラッキョウ、ピーナッツ等を活用した特産品開発への支

援を実施します。 

 町内でとれた農産物や近郊で水揚げされた魚介類の直売事業を支援し、

地域資源の周知・掘り起こしや商品開発を促進します。 

施策・事業 担  当 

特産品開発（6 次産業化）の推進 地域振興課 

農産物等地域資源の直売の推進  

 

 

 

（３）新規産業の誘致や起業・創業支援 

現状と課題 

 本町においては、大きな雇用を創出するような企業が乏しく、新たな企

業の誘致も難しい状況にあります。 

 商店街における店舗の閉店等による空き家対策が必要です。 

必要な対応 

 本町における企業誘致活動を継続するとともに、石川中央都市圏（金沢

市・白山市・野々市市・かほく市・内灘町）と連携することにより、広域的な

企業誘致や地域経済の活性化を図ります。 

 町内における新たな企業・創業への支援を実施し、地域経済の活性化や

新たな雇用の創出を図ります。 

施策・事業 担  当 

企業誘致の推進 企画課 

石川中央都市圏における近隣市町との連携  

起業・創業の推進 地域振興課 
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（４）各種産業への支援 

現状と課題 

 就業者割合が高い「卸売、小売業」をはじめとする商業においては、近

隣市町の大型店舗立地等に伴い、町民の消費行動が町内から町外へ流出

している状況にあります。 

 内灘町商工会の会員数は減尐傾向にあり、後継者不足等による廃業・閉

店が要因にあると考えます。 

 町内での消費を喚起し、産業の活性化が求められます。 

必要な対応 

 町内商工業者の経営改善相談や内灘町商工会への補助のほか、中小企業

経営者への融資利息に対する補給等を実施し、町内商工業の振興を図り

ます。 

 内灘町商業振興協同組合が実施するサンセットカード事業を推進するこ

とにより、町内での消費喚起を推進します。 

 町内事業者に対する特産品の活用を推進し、地域経済の好循環を促しま

す。 

施策・事業 担  当 

町内商工業者の経営改善相談・指導・補助体制の推進 地域振興課 

町内中小企業に対する経営支援  

町内商工業者に対する消費喚起等の活性化支援  

町内事業者の特産品等の活用 企画課 

  



 

 

 34 

施策② 多様な就労に対する雇用環境の充実 

施策② 多様な就労に対する雇用環境の充実 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

目標指標 基準値 目標値 

中高年齢者職業訓練奨励金受給者数 9 人（H26） 15 人（H31） 

女性創業者数 ― 1 人（各年） 

内灘町シルバー人材センター会員数 189 人（H26） 240 人（H31） 

 

■具体的な施策 

（１）働きやすい職場環境づくり 

現状と課題 

 雇用・労働に対する価値観や考え方が多様化しています。 

 安心して働ける場をつくるとともに、女性の子育てなど多様なライフス

タイルを尊重する労働環境づくりが求められます。 

必要な対応 

 就労者・事業者・町民等の雇用、労働に対する固定的な役割分担意識や

職場優先の意識を改善するための広報・啓発活動を積極的に推進します。 

 男女ともにその個性と能力を十分に発揮できるワークライフバランスに

配慮した雇用環境の実現に向け、啓発活動等を通した意識の醸成を推進

します。 

施策・事業 担当 

町内事業所に対する労働基準法や育児・介護休業法等の周知・働き

かけ 

地域振興課 

子育て支援課 

 

 

（２）高齢者等の就労機会の促進 

現状と課題 

 町民の安定した生活を確保するうえで、就労機会の創出が必要です。 

 就業者人口の減尐が懸念される中、高齢者がこれまで培ってきた豊かな

経験や能力を活かし、活躍できる場づくりが求められます。 

必要な対応 

 45 歳以上の失業者等の就労を促進するため、就労につながる知識や技能

習得に向けた支援を実施します。 

 （公社）内灘町シルバー人材センターの運営をサポートし、60 歳以上の

高齢者の就労の場を確保します。 

施策・事業 担  当 

中高年齢者に対する就業支援 地域振興課 

高齢者の就労の場の創出  
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